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<運営推進会議における評価>  

【事業所概要】 

【事業所の特徴、特に力を入れている点】 

・ご本人やご家族が住み慣れた地域で意向や希望を尊重した生活が送れるよう全職員が意識し支援していきます 

・医療依存度の高い方様々な病状、状態の方の在宅療養を支援するとともに、介護者・ご家族も含めた総合的な支援を行います 

・24時間365日継続して在宅生活および在宅療養ができるよう支援を行います 

・地域との連携・協議・共存を目指し、地域での開かれた場所つくりを目指します 

・十分な感染防止対策を実施し、サービスの提供が止まることなく継続できるよう感染防止策を徹底します 

・職員研修や、外部研修、オンライン研修等を通して知識や技術の向上に努め積極的に参加できる環境を作ります 

【自己評価の実施概要】 

運営推進会議における評価の実施概要】 

法人名 
有限会社 在宅ナースの会 
 

事業所名 
複合型サービスふくふく寺前 
 

所在地 

 
（〒236－0014） 
横浜市金沢区寺前 2-5-38 

事業所自己評価 

実施日 西暦 2021 年  12 月  25 日 
従業者等自己評価 

実施人数  （   16  ）人        ※管理者を含む 

実施日 西暦   2022 年 3 月  10 日 出席人数（合計）  （ 7 ）人     ※自事業所職員を含む 

出席者（内訳） 
☑自事業所職員（  4 人）  □市町村職員（ 0 人）  ☑地域包括支援センター職員（ 1 人）  ☑地域住民の代表者（ 1 人） 

□利用者（  人）  ☑利用者の家族（  1 人）  ☑知見を有する者（ 1 人）  □その他（   人） 
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■ 前回の改善計画の進捗評価 

項目 前回の改善計画 実施した具体的な取組 進捗評価 

Ⅰ．事業運営の評価 

（評価項目1～10） 

① サービスの質向上ができるよう年間

個別目標を立てる  
新人教育に力を入れる 

② 情報の共有がスムーズに行えるよう

に努力する。意見の言いやすい雰囲

気を作る 

③ 互いに声掛けを行い休息の時間確保

に努力する 

④訓練内容を全職員が把握できるよう動

画なども利用する 

①年度初めに年間個別計画を立て目標設

定をした。新人オリエンテーションを充

実させ仲間意識が高まるよう自己紹介の

工夫をした 

②ミーティングノートの記入を充実させ

た。ドライバーにも目を通してもらえる

よう伝達した 

③互いに声掛けをしながら休憩時間の確

保に努力した 

④防災訓練の内容を動画撮影し不在のス

タッフも視聴できるよう工夫した 

①目標設定することで 1 年後の自分を振

り返ることができ意識して業務に取り組

めた。新人スタッフが職場に慣れることの

一助になった 

②情報を迅速・的確に報告ができる等にな

りスタッフ同士の声かけも積極的にある 

③休憩が取りやすい環境にはなっている

が、一部のスタッフが休憩できていないこ

とがあり課題が残る 

④動画で視聴することで臨場感があり意

識の向上につながった。地域の防災訓練に

参加し地域での役割を再認識した 

Ⅱ．サービ

ス提供等

の評価 

 

１．利用者等の

特性・変化に応

じた専門的な

サービス提供 
（評価項目 11

～27） 

① 日々利用者・家族とコミュニケーショ

ンを持つことできめ細やか対応ができ

小さな変化にも気づけるような関係性

の構築 

② 利用者・家族が利用内容を理解し安心

して利用できるようわかりやすく説明

する 

③ACPを積極的に導入し利用者家族の予後

予測への考えを共有しあうことで安心し

て利用でき意見できる環境を作る 

①利用者家族の情報は多職種で共有し変

化が生じた際には柔軟に対応できていた 

②利用者家族がサービス内容を理解して

いるか具体例を用いてわかりやすく説明

を行った 

③ACP 用紙の活用を継続して行っている 

 

①利用者家族に寄り添う姿勢で対応し

ている。情報はすぐに利用者家族と共有

することで信頼関係が構築されている 
②利用開始後も理解できていないとこ

ろは繰り返し説明し理解を得ている 
③ACP 用紙が重要であり今後も継続し

ていく必要がある 
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２．多機関・多

職種との連携 
（評価項目 28

～31） 

① 主治医・薬剤師・理学療法士等の多

種多様な連携が取れており、地域の

中での役割を果たす 

 
②緊急時の対応について情報共有し、全

職員が対応可能状態にする 

①多職種との連携は常に意識し連携できて

いる 

②緊急時の対応で重要となるものは利用者

ファイルにわかりやすいように明記し、変

化があった際は日々のミーティング内で伝

達し記録に残している 

①電話連絡やインターネットツールで情

報共有することで迅速な対応も可能であ

った 

②情報共有することで夜勤スタッフも

不安なく業務が行えている 

３．誰でも安心

して暮らせる

まちづくりへ

の参画（評価項

目 32～41） 

①資格習得の研修に参加することで、自

信を持ってサービスの提供ができるよう

になっている 
②地域・外部へのアピールが積極的にで

きるように努力が必要 

①資格習得研修に積極的に参加を促し専

門的知識の向上に努めている 

②医療依存度が高い方でも安心して利用

できるよう専門的知識の向上を図ってい

る 

③定期的な社内研修を行うことで看護小

規模多機能型サービスに必要な役割を理

解し実践している 

①資格習得することで自信を持ってサービ

スの提供ができるようになっている 

②医療依存度が高い利用者 

人工呼吸器、終末期の方への研修や連絡体制

を強化することで受け入れが継続できてい

る 

③社内研修によりサービスの重要性、事業所

の位置付けが理解できるようになっている 

Ⅲ．結果評価 

（評価項目 42～44） 

各関係機関との連携を密にとることで、

どのような状態の利用者でも安心して利

用できるような事業所の位置づけとなっ

ている。看護小規模多機能居宅介護事業

所としての質の向上に今後も努力が必要

である 

どのような状態の方も受け入れることが

でき住み慣れた地域で安心して在宅生活

を怒れるよう総合的に支援した 

 

 

 

 

 

感染対策に留意しながらサービスの提供

が止まることなく行えた。各関係機関と連

携を取りながらどのような状態の方でも

利用できるような事業所を運営できてい

る 

※「前回の改善計画」および「実施した具体的な取組」は事業所が記入し、「進捗評価」は自己評価・運営推進会議における評価の総括を記載します 

■ 今回の「評価結果」および「改善計画」 
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項目 評価結果 改善計画 

Ⅰ．事業運営の評価 

（評価項目1～10） 

① サービスの質の向上、スタッフのモチベーションの向上と質

の向上ができるように個々に目標設定が必要 
② 職員間の情報共有・提供が円滑かつ迅速に行えるようにする 

③ 心身共に休まる時間の確保と場所の提供つくりに努力した 

④ 災害時、緊急時にもサービスが提供できる対応策を実施した 

①サービスの質の向上ができるよう努力し、個々に年間計画を立てる 

②職員間の情報共有や意見の提示が円滑かつ迅速に行えるようにする 
③心身共に休まる休憩時間と場所の提供つくりに努力する 

④ 災害時、緊急時にもサービス提供ができるための高い意識と対策

の構築 

Ⅱ．サービ

ス提供等

の評価 

 

１．利用者等の

特性・変化に応

じた専門的な

サービス提供 
（評価項目 11

～27） 

① 看護職・介護職の両職種の円滑なコミュニケーションを図るこ

とでより適したサービスの提供ができた 

② サービスの趣旨及びサービス計画の内容を利用者・家族にわか

りやすく説明し理解していただいた 

③ ACP用紙の活用で、利用者・家族の予後予測への考えを共有し

あうことで安心して利用でき、意見できる環境を作った 

①日々利用者・家族とコミュニケーションを円滑に取ることによりき

め細やかな対応ができ小さな変化にも対応できるサービスの提供を目

指す 
②利用者家族が利用内容を理解し、安心して利用できるようわかりや

すく説明する 

① ③将来起きうる多様なリスクを想定しその方の望む暮らし方に添

えるよう ACP の活用を継続する 
２．多機関・多

職種との連携 
（評価項目 28

～31） 

① 主治医、薬剤師、理学療法士等多種多様な連携支援ができている 

② 緊急時の対応について医療機関と連携し、全職員が対応可能な体制つ

くりを継続する 

①多職種との連携により利用者を中心としたサービスの提供が円滑に

行えるようにする 

②緊急体制の対応について医療機関と連携し全職員が対応可能な体制

つくりをする 
３．誰でも安心

して暮らせる

まちづくりへ

の参画（評価項

目 32～41） 

① 喀痰吸引や認知症研修等、専門的な資格の習得ができるよう支援して

いる 

②人工呼吸器・終末期の受け入れができる体制を維持し、積極的に受け入

れができている 

③ 定期的な研修を断続的に行い職員の質の向上に努めている 

 

①喀痰吸引・人工呼吸器管理・看取り・難病の方等専門的なサービス

が必要な利用者の受け入れができる体制を維持する 

②定期的な研修を断続的に行い職員の質の向上に努める 

 

Ⅲ．結果評価 
（評価項目 42～44） 

利用者家族が安心して在宅療養ができるよう多職種で情報共有

し、最善の支援を提供している 
医療依存度の高い利用者が、家族と住み慣れた地域で安心して暮らせ

る体制を維持構築し、どのような状態の方でも利用できるスキルと意
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識を持てるよう努力する。感染予防対策を引き続き行いサービスの提

供が止まることの無いよう努力する 

■ 今回の「評価結果」および「改善計画」 

項目 評価結果 改善計画 

Ⅰ．事業運営の評価 

（評価項目1～10） 

⑤ サービスの質の向上、スタッフのモチベーションの向上と質

の向上ができるように個々に目標設定が必要 
⑥ 職員間の情報共有・提供が円滑かつ迅速に行えるようにする 

⑦ 心身共に休まる時間の確保と場所の提供つくりに努力した 

⑧ 災害時、緊急時にもサービスが提供できる対応策を実施した 

①サービスの質の向上ができるよう努力し、個々に年間計画を立てる 

②職員間の情報共有や意見の提示が円滑かつ迅速に行えるようにする 
③心身共に休まる休憩時間と場所の提供つくりに努力する 

⑤ 災害時、緊急時にもサービス提供ができるための高い意識と対策

の構築 

Ⅱ．サービ

ス提供等

の評価 

 

１．利用者等の

特性・変化に応

じた専門的な

サービス提供 
（評価項目 11

～27） 

④ 看護職・介護職の両職種の円滑なコミュニケーションを図るこ

とでより適したサービスの提供ができた 

⑤ サービスの趣旨及びサービス計画の内容を利用者・家族にわか

りやすく説明し理解していただいた 

⑥ ACP用紙の活用で、利用者・家族の予後予測への考えを共有し

あうことで安心して利用でき、意見できる環境を作った 

①日々利用者・家族とコミュニケーションを円滑に取ることによりき

め細やかな対応ができ小さな変化にも対応できるサービスの提供を目

指す 

②利用者家族が利用内容を理解し、安心して利用できるようわかりや

すく説明する 

② ③将来起きうる多様なリスクを想定しその方の望む暮らし方に添

えるよう ACP の活用を継続する 
２．多機関・多

職種との連携 
（評価項目 28

～31） 

④ 主治医、薬剤師、理学療法士等多種多様な連携支援ができている 

⑤ 緊急時の対応について医療機関と連携し、全職員が対応可能な体制つ

くりを継続する 

①多職種との連携により利用者を中心としたサービスの提供が円滑に

行えるようにする 

②緊急体制の対応について医療機関と連携し全職員が対応可能な体制

つくりをする 
３．誰でも安心

して暮らせる

まちづくりへ

の参画（評価項

目 32～41） 

① 喀痰吸引や認知症研修等、専門的な資格の習得ができるよう支援して

いる 

②人工呼吸器・終末期の受け入れができる体制を維持し、積極的に受け入

れができている 

⑥ 定期的な研修を断続的に行い職員の質の向上に努めている 

①喀痰吸引・人工呼吸器管理・看取り・難病の方等専門的なサービス

が必要な利用者の受け入れができる体制を維持する 

②定期的な研修を断続的に行い職員の質の向上に努める 
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Ⅲ．結果評価 

（評価項目 42～44） 

利用者家族が安心して在宅療養ができるよう多職種で情報共有

し、最善の支援を提供している 

医療依存度の高い利用者が、家族と住み慣れた地域で安心して暮らせ

る体制を維持構築し、どのような状態の方でも利用できるスキルと意

識を持てるよう努力する。感染予防対策を引き続き行いサービスの提

供が止まることの無いよう努力する 

※自己評価・運営推進会議における評価の総括を記載します 

※「改善計画（案）」には、事業所としての案を記載します。「運営推進会議における意見等」は、運営推進会議の場で得られた主なご意見等をメモします 

■ 評価表 [事業所自己評価] 

番
号 

評価項目 

事業所自己評価 
運営推進会議における 

意見等 

評価の視点・ 

評価にあたっての補足 
よく 

できて 

いる 

おおよそ 

できてい

る 

あまりで

きていな

い 

全く 

できていな

い 

Ⅰ 事業運営の評価 ［適切な事業運営］  

（１） 理念等の明確化  
① 看護小規模多機能型居宅介護の特徴を踏まえた理念等の明確化とその実践  

1 ¡ サービスに求められる「①医

療ニーズの高い利用者の在

宅生活の継続支援」、「②在宅

での看取りの支援」、「③生活

機能の維持回復」、「④家族の

負担軽減」、「⑤地域包括ケア

への貢献」を含む、独自の理

念等を掲げている 

12 3 1 0 ・会議に出席されている職員

の方々から常にご利用者と

その家族の方の想いを一番

に考えて働いている事が伝

わってきます。 
・医療ニーズが高い方が利用

できるように定期的に研修

をされ受け入れ態勢を整え

ている事が素晴らしいと思

います。 

 

 

 

利用者が安心して過ごすことがで

きるよう日頃から生活機能の維持

回復を目指し意欲が出る居心地の

良い場所つくりを理念にあげてい

る 
来訪者に対しておもてなしの精神

を忘れないような声掛けを心掛け

ている 

［具体的な状況・取組内容］ 

・医療ニーズの高い方でも在宅で安心し

て過ごすことができる体制づくりができ

ている。 

・自宅での介護負担が増えないようにで

きる限り整え自宅に返している。 

・すべての項目を提供できる体制があり

笑い声の絶えない職場を心掛けている。 

・難病の方やがんの終末期の方が「その

人らしく」在宅生活を継続できるよう支

援している。 

・緊急時の対応が臨機応変にできている。 
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番
号 

評価項目 

事業所自己評価 
運営推進会議における 

意見等 

評価の視点・ 

評価にあたっての補足 
よく 

できて 

いる 

おおよそ 

できてい

る 

あまりで

きていな

い 

全く 

できていな

い 

・本人、家族の希望に寄り添った総合的

な支援を行う理念がある。 

 

 

2 ¡ サービスの特徴および事業

所の理念等について、職員が

その内容を理解し、実践して

いる 

6 9 0 0 ・特になし 
 

 

 

 

 

・理念を廊下・事務所にあげること

により職員全員が意識し実践でき

るようにしている 
［具体的な状況・取組内容］ 

・「明るい職場」を心掛けご利用者様には

わかりやすく声掛けを行っている。 

・すべての職員にまで浸透していない。 

・「居心地のよい場所」となって頂けるよ

う心掛けている。 

・理念の理解のため定期的な研修に参加

し「おもてなし」の心で接している。 

・理念をスタッフが見えるところに掲示

してありご利用者様からも「楽しい」と

の評価を受けている。 

（２） 人材の育成  
① 専門技術の向上のための取組  

3 ¡ 職員との話し合いなどを通

じて、各職員の中長期的な育

成計画などを作成している 

3 11 1   1 ・中長期的な育成計画がある

ということは離職率を低く

することに効果があると思

われます。 
 
 
 

・年間の所内研修が計画されており

事業所での参加率も高い 
［具体的な状況・取組内容］ 
・年度初めに自己目標を立案し目標に向

けての育成計画を立てている。 
・新人研修を初め、年間の研修計画が立

てられ実践されている。 
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番
号 

評価項目 

事業所自己評価 
運営推進会議における 

意見等 

評価の視点・ 

評価にあたっての補足 
よく 

できて 

いる 

おおよそ 

できてい

る 

あまりで

きていな

い 

全く 

できていな

い 

・中長期的な育成計画が作成され、朝の

ミーティングで話し合いがされている。 
・育成計画はされていない。 
・外部研修推奨と参加がある。 
 
 

 
 

4 ¡ 法人内外の研修を受ける機

会を育成計画等に基づいて

確保するなど、職員の専門技

術の向上のための日常業務

以外での機会を確保してい

る 

10 5 1   0 ・ICT を活用した研修であれ

ば参加者が参加しやすい環

境だと思うのでいいと思い

ます。 
 
 
 
 
 
 

・喀痰吸引や認知症実践者研修への

参加をしている 
・研修内容の工夫や欠席した職員へ

の対応が課題 

［具体的な状況・取組内容］ 

・外部研修への参加の機会があり周知す

ることもある。 

・喀痰研修・認知症実践者研修受講の機

会を随時設けておりスキルアップになっ

ている。 

・内部、外部研修の機会があり参加率が

高い。 

・ＺＯＯＭやネット会議などの利用で参

加できるようにしている。 
② 介護職・看護職間の相互理解を深めるための機会の確保  
5 ¡ 介護職・看護職・介護支援専

門員の間で、職員が相互に情

報を共有する機会が、確保さ

れている 

8 8 0   0 ・特になし 
 
 
 
 
 

・毎朝ミーティングを行い情報共有

している 
・各専門職の意見が反映できるよう

コミュニケーションを取っている 

［具体的な状況・取組内容］ 

・ミーティングを行い記録ノートの活用

をして情報共有する仕組みがあり課題が

あれば各職種で再度の話し合いを行って

いる。 
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番
号 

評価項目 

事業所自己評価 
運営推進会議における 

意見等 

評価の視点・ 

評価にあたっての補足 
よく 

できて 

いる 

おおよそ 

できてい

る 

あまりで

きていな

い 

全く 

できていな

い 

・課題のある利用者様に対して個別に話

し合いの機会を持ち記録している。 

・勤務の都合上、参加していないスタッ

フはミーティングノートを閲覧・押印し

全職種で情報の共有をしている。 

・管理者は業務携帯で迅速な情報共有が

できる体制がある 
 

（３） 組織体制の構築  
① 運営推進会議で得られた意見等の反映  
6 ¡ 運営推進会議で得られた要

望、助言等を、サービスの提

供等に反映させている 

5 9 2   0 ・職員全員で共有されている

ということは会議に参加され

ていない職員も地域を意識さ

れると思うのでとてもいいこ

とだと思います。 
 
 
 
 
 
 

・運営推進会議の報告を基に、いか

にサービスにつなげられるかを話

し合っている 
・防災関係については運営推進会議

の情報が有力である 

［具体的な状況・取組内容］ 

・運営推進会議での要望・助言は外部評

価と捉え反映され、職員全員で共有でき

ている。 
・地域の方からの意見交換がありサービ

スにつながっている。 
・話し合いで得られた要望、助言をあま

り知らない。 
・記録物は回覧できるようにされている。 
 
 

② 職員が安心して働くことができる就業環境の整備  



10 

番
号 

評価項目 

事業所自己評価 
運営推進会議における 

意見等 

評価の視点・ 

評価にあたっての補足 
よく 

できて 

いる 

おおよそ 

できてい

る 

あまりで

きていな

い 

全く 

できていな

い 

7 ¡ 職員が、安心して働くことが

できる就業環境の整備に努

めている 

6 8 2   0  
介護業界は人員不足とよく

取り上げられているが、今

が、学ぶチャンスでもある。 
 
 
 
 

・利用人数が多い日や、重度な方が

多い日は職員の配置に配慮してい

る 
・決められた休憩時間を確保できな

い日がある。声掛けを行い休憩でき

るよう配慮しているが、特に行事等

がある日は困難を極めている 
・新型コロナウイルス感染症の危機

感を常に持ち、体調不良時でも柔軟

に対応し安心して働ける環境づく

りをしている 
・PCR 検査を定期的に実施し、安

全に職務遂行できるように努力し

ている 

［具体的な状況・取組内容］ 

・休憩が取れない日もあるが、休憩が取

れるようサ責、スタッフ同士声掛けを行

っている。 
・急な体調不良時でも安心して休める環

境である。 
・有給休暇の取得、社内外研修の参加な

ど、就業環境の整備がされている。 
・公休がとれるようシフトが組まれてい

る。 
・人員不足のため不満を聞くことが多く

ある。 
・体調不良や休み希望を伝えやすく、精

神面での悩みなどは管理者が対応し良い

方向へ導いてくれている。 
 

（４） 情報提供・共有のための基盤整備  
① 利用者等の状況に係る情報の随時更新・共有のための環境整備  

8 ¡ 利用者等の情報について、随

時更新を行うとともに、必要

に応じて職員間で迅速に共

有できるよう工夫されてい

る 

6 10 0   0 ・特になし 
 
 
 
 

・ミーティングに参加できないスタ

ッフにもノートを活用し情報が伝

達できるようにしている 
・ミーティングでの意見交換ができ

るようにしている 

［具体的な状況・取組内容］ 

・ミーティング時に情報を共有している。

サ責を中心に伝達し周知できるようにし

ている。 
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番
号 

評価項目 

事業所自己評価 
運営推進会議における 

意見等 

評価の視点・ 

評価にあたっての補足 
よく 

できて 

いる 

おおよそ 

できてい

る 

あまりで

きていな

い 

全く 

できていな

い 

 
 

・申し送りノートに記載し職員全体が周

知できるようにしている。 
 
 

（５） 安全管理の徹底  
① 各種の事故に対する安全管理  

9 ¡ サービス提供に係る利用者

等および職員の安全確保の

ため、事業所においてその具

体的な対策が講じられてい

る 

6 10 0 0 ・ヒヤリハット等の振り返り

をすることは再発防止になる

と思うので大切だと思いま

す。 
 
 
 
 
 

・ヒヤリハット・事故事例はミーテ

ィングの時間を活用し振り返りを

行い KYT（危険予知トレーニング）

を行い再発防止に努めている 
・全車ドライブレコーダーを装着し

ている為、運行上危険な場面があれ

ば研修で振り返りを行っている 
・感染予防対策チェックリストを活

用し日々の予防対策の確認を 1 回/
月実施している 

［具体的な状況・取組内容］ 

・事故事例に対しては KTY を行い事故回

避能力が向上されている。 

・交通安全については無理のない配車を

協力的に行えている。 

・感染予防委員会がアンケートで各事業

所の現状把握に努め対策が講じられてい

る。 
・各事業所の事故報告書やヒヤリハット

の情報を管理者会議で共有し利用者およ

び職員安全確保のための対策が講じられ 
ている。 
・ご利用者様の病状や体格によっては複

数人の看護師、スタッフでケアにあたり

安全確保を維持している。 
② 災害等の緊急時の体制の構築  
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番
号 

評価項目 

事業所自己評価 
運営推進会議における 

意見等 

評価の視点・ 

評価にあたっての補足 
よく 

できて 

いる 

おおよそ 

できてい

る 

あまりで

きていな

い 

全く 

できていな

い 

10 

 

 

¡ 災害などの緊急時において

も、サービス提供が継続でき

るよう、職員、利用者、関係

機関の間で、具体的な対応方

針が共有されている 

8 7 1   0 ・町内の防災訓練に職員の方

が参加して頂けました。町内

としても今後はさらに情報共

有を勧めていけるといいと思

います。 
・地域の防災訓練に参加して

情報を共有する事は災害時に

効果を発揮できると思いま

す。 
 
 
 
 
 
 
 
 

・定期的な防災訓練により緊急時の

対応訓練をしているが、不定期に行

うことも考慮していく。津波の避難

訓練についても次年度実施してい

く 
・町内の防災訓練にも参加し情報共

有ができるようにしていく 
・サービス提供中の警報発令時は安

全に送迎できるようタイムリーに

調整を行っている 

［具体的な状況・取組内容］ 

・年 2 回の防災訓練で様々なシミュレー

ションを行い防災訓練からの反省を踏ま

え備えている。また記録で確認できる。 
・防災用品、備蓄品についても日々管理

し対策を行っている。 
・具体的な安否確認方法、連絡先リスト

を作成したい。 
・防災訓練の参加者には消防署・消防設

備業者の参加がある。 
・防災委員会が設置されており台風など

緊急時には各家庭に連絡対応している。 
 

Ⅱ サービス提供等の評価  

１．利用者等の特性・変化に応じた専門的なサービス提供  

（１） 利用者等の状況把握及びアセスメントに基づく計画の作成  

① 利用者等の 24 時間の暮らし全体に着目した、介護・看護両面からの一体的なアセスメントの実施  

11 ¡ 在宅時の利用者の生活状況

や家族等介護者の状況等を

含む、利用者等の 24 時間の

8 8 0    0 ・特になし 
 
 

・自宅で安全に安心して生活できる

ようにサービス利用中に心身共に

整えてから在宅に戻れるよう努力

［具体的な状況・取組内容］ 

・訪問し状況変化時はその都度アセスメ
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番
号 

評価項目 

事業所自己評価 
運営推進会議における 

意見等 

評価の視点・ 

評価にあたっての補足 
よく 

できて 

いる 

おおよそ 

できてい

る 

あまりで

きていな

い 

全く 

できていな

い 

暮らし全体に着目したアセ

スメントが行われている 
ントが行われ計画を立てている。 
・24 時間対応の体制がある。 
・アセスメントで得られた情報は、事業

所内で検討され必要時に家族へ提案して

いる。 
・宿泊時や家族からの情報を合わせご利

用者様の様子をとらえ必要なサービスを

補うことができている。 
 

 
 
 
 
 
 

している 
・訪問時に家族と話す機会を持ち情

報収集を積極的に行っている 
看護・ケアマネージャーだけでなく

介護スタッフも訪問できることで

利用者の背景を知り、より良いサー

ビス提供ができるため課題とした

い 

12 ¡ 介護職と看護職がそれぞれ

の視点から実施したアセス

メントの結果が、両職種の間

で共有されている 

7 8 1   0 ・看護職・介護福祉士の方は

何名いるのですか？ 
 
 
 
 
 
 
 

・看護（５名）介護（８名） 
・看護・介護のコミュニケーション

がしっかりと取れている 
お互いの気付きを伝えあえる関係

性である 

［具体的な状況・取組内容］ 

・両者で意見交換し、思いや考えを聞き

あいながら取り組んでいる。 
・ミーティングや申し送りなどで話し合

い同じ目標に取り組んでいる。 
・連絡ノートを利用し共有している。 
・話し合いがしやすい環境ができている。 

② 利用者等の「尊厳の保持と自己実現の達成」を重視した計画の作成  
13 ¡ 家族を含む利用者等の考え 9 7 0   0 ・特になし ・個々のファイルが作成されており
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番
号 

評価項目 

事業所自己評価 
運営推進会議における 

意見等 

評価の視点・ 

評価にあたっての補足 
よく 

できて 

いる 

おおよそ 

できてい

る 

あまりで

きていな

い 

全く 

できていな

い 

を把握するとともに、その目

標の達成に向けた計画が作

成されている 

［具体的な状況・取組内容］ 

・ご利用者様一人一人に対し細かく計画

されている。 

・本人や家族の意向に沿った計画があり

目標達成に向けた計画書がある。 

・訪問や電話連絡などでその時々の思い

を把握することができている。 

・必要時には変更がされている。 

 

 
 
 
 
 

見直しも行えている 

14 ¡ 利用者の有する能力を最大

限に活かした、「心身の機能

の維持回復」「生活機能の維

持又は向上」を目指すことを

重視した計画が作成されて

いる 
 

  5   10   1   0 ・利用者家族は連絡ノートの

内容が日常生活では知る事

が出来ない行動を把握する

事ができる。 
 
 
 
 
 

・午前・午後の体操や生活リハビリ

に力を入れ、マンネリ化しない様情

報を得ている 
 

［具体的な状況・取組内容］ 

・生活リハビリを中心に継続したケアを

行っている。 
・意欲を持って頂けるよう計画を行い

ADL低下の予防に繋げている。 
・自立支援を考慮した計画作成がされて

いる。 
・本人ができることも介助していること

もある。 
 
 
 

③ 利用者の今後の状況変化の予測と、リスク管理を踏まえた計画の作成  
15 ¡ 利用者の今後の状況変化の    7    9   0   0 ・特になし ・状況変化の予測とリスク管理は日
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番
号 

評価項目 

事業所自己評価 
運営推進会議における 

意見等 

評価の視点・ 

評価にあたっての補足 
よく 

できて 

いる 

おおよそ 

できてい

る 

あまりで

きていな

い 

全く 

できていな

い 

予測と、リスク管理を踏まえ

た計画が作成されている 
 
 

［具体的な状況・取組内容］ 

・リスクに柔軟に対応できるよう計画に

反映されている。 
・看護職が予後予測を踏まえ緊急時の対

応なども含めた計画を立てている。 
・家族とリスクの共有をして家族の介護

状況、本人の状況に合わせて見直しが行

われている。 
 
 

 
 
 
 
 
 

常的に行い、必要時は主治医に報告

し事前に指示をもらうなどタイム

リーに計画修正されている 

（２） 利用者等の状況変化への迅速な対応とケアマネジメントの実践  
① 継続したアセスメントを通じた、利用者等の状況変化の早期把握と計画への反映  

16 ¡ サービス提供を通じた継続

的なアセスメントにより、利

用者等の状況変化を早期に

把握し、計画への適宜反映が

行われている 
 
 

  7    9   0  0  ・その日の行動を観察し記録

してくれている事が連絡ノ

ートの随所で感じられる。 
 
 
 
 
 
 

・日々の変化の中で小さな変化も見

逃さない様に観察を行い共有して

いる。病状の変化により計画が変わ

ったときには再度計画の立て直し

を行っている 

［具体的な状況・取組内容］ 

・アセスメントの共有により日々の変化

に早期に対応して計画修正している。 
・状況の変化を早期に多職種で把握して

迅速に反映している。 
 
 
 
 
 

② 居宅への訪問を含む、利用者等の暮らし全体に着目したアセスメントの実施と計画への反映  



16 

番
号 

評価項目 

事業所自己評価 
運営推進会議における 

意見等 

評価の視点・ 

評価にあたっての補足 
よく 

できて 

いる 

おおよそ 

できてい

る 

あまりで

きていな

い 

全く 

できていな

い 

17 ¡ 通い・泊まりの利用に過度に

偏らないよう、適時適切に利

用者宅を訪問することで、家

族等を含めた居宅での生活

状況の変化を継続的に把握

している 

10 5 1   0 ・特になし 
 
 
 

・送迎時にも 1 日の様子を家族に伝

えるとともに家族の状況を把握す

るように努めている 
［具体的な状況・取組内容］ 

・送迎時にも話し合う機会があり状況把

握されている。 
・訪問をすることで在宅での生活変化を

把握し見極めて状況に合わせた対応をし

ている。 
・ご利用者様、ご家族の希望に沿い柔軟

に対応している。 
 

③ 利用者等の状況変化や目標の達成状況等に関する関係多職種との情報共有  
18 ¡ 利用者等の状況変化や目標

の達成状況等について、主治

医など、事業所内外を含む関

係多職種と情報が共有され

ている 
 

9 7 0   0 特になし 
 
 
 

・利用者家族の希望、目標を阻害因

子となり得る状況の変化があった

際は主治医・関係機関に報告し対策

が検討される 

［具体的な状況・取組内容］ 

・主治医訪問の際は看護師が必ず付き添

い情報と共有している。 
・日頃から主治医、看護師、病院MSW、
薬剤師、介護士、理学療法士、ケアマネ

ージャーなど情報共有が行われている。 
 
 
 
 
 

（３）介護職・看護職の協働による一体的なサービスの提供  
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番
号 

評価項目 

事業所自己評価 
運営推進会議における 

意見等 

評価の視点・ 

評価にあたっての補足 
よく 

できて 

いる 

おおよそ 

できてい

る 

あまりで

きていな

い 

全く 

できていな

い 

① 介護職と看護職の相互の専門性を生かした柔軟なサービスの提供  
19 ¡ 介護職と看護職のそれぞれ

の専門性を最大限に活かし

ながら、柔軟な役割分担が行

われている 

14 2 0   0 ・特になし 
 
 
 
 
 
 
 
 

・介護職が専門的な研修を受けるこ

とによりサービス提供が可能となっ

ている。医療ニーズの高い利用者へ

の指導を繰り返し行い不安なくケア

が実施できるよう努力している 

・担当表の明確化により各々の役割

を果たすとともに、お互いに協力し

合ってサービスの提供ができている 

［具体的な状況・取組内容］ 

・情報共有し柔軟に行われている。 
・医療ニーズの高いご利用者様には看護

師の指導、支持を仰ぎながらケアを実践

している。 
・それぞれの専門性を生かした役割分担

はあるが各職種が協力し合いケアにあた

っている 
20 ¡ 利用者等の状況について、介

護職と看護職が互いに情報

を共有し対応策を検討する

など、両職種間の連携が行わ

れている 
 

 

12 4 0   0  ・利用者に関するプラス・マ

イナスのできる限りありの

ままの内容を家族に遠慮な

く記載して欲しい。 
 
 
 
 
 

・お互い協力し合い、手が足りない

時には助け合える環境となってい

る 
［具体的な状況・取組内容］ 

・朝のミーティングでお互いの情報交換

が行われ対応策の検討をしている。 
・ミーティングで共有し不明なことは確

認を行っている。 
・両職種間の連携で事故防止に繋げてい

る。 
 
 
 
 

② 看護職から介護職への情報提供および提案  
21 ¡ 看護職から介護職に対して、 12 4 0   0 ・特になし ・排便コントロールや褥瘡予防等に



18 

番
号 

評価項目 

事業所自己評価 
運営推進会議における 

意見等 

評価の視点・ 

評価にあたっての補足 
よく 

できて 

いる 

おおよそ 

できてい

る 

あまりで

きていな

い 

全く 

できていな

い 

疾病予防・病状の予後予測・

心身の機能の維持回復など

の観点から、情報提供や提案

等を行っている 

［具体的な状況・取組内容］ 

・ミーティング、連絡ノートで情報の共

有、提案ができている。 
・看護師より指示や説明があり不明なこ

とは随時確認している。 
・看護師より予後予測、リスクの対応な

どのアドバイスがある。 
 
 
 

 
 
 
 
 

ついて今後の対応策の提案ができ

ている 
・医療ニーズの高い方の対応時の不

安は看護師の繰り返しの説明と指

導で軽減している 

（４）利用者等との情報及び意識の共有  
① 利用者等に対するサービスの趣旨及び特徴等についての情報提供  

22 

 
¡ サービスの趣旨および特徴

等について、分かりやすく説

明し、利用者等の理解を得て

いる 

8 7 1   0 ・特になし 
 
 
 
 
 
 

・具体的なケアプランを提示し様々

な利用方法を提案し理解が得られ

るようし取り組んでいる 
［具体的な状況・取組内容］ 

・サービス開始前に理解しやすく十分な

説明を行いっている。 
・様々な利用方法を提案している。 
・病状や状態によっては繰り返し説明し

ても理解が得られないことがある。 
・理解が得にくい時には何度も説明して

いる。 
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番
号 

評価項目 

事業所自己評価 
運営推進会議における 

意見等 

評価の視点・ 

評価にあたっての補足 
よく 

できて 

いる 

おおよそ 

できてい

る 

あまりで

きていな

い 

全く 

できていな

い 

② 利用者等への「在宅での療養生活」に係る指導・説明  
23 ¡ 作成した計画の内容や在宅

での療養生活の継続に向け

て留意すべき点等について、

分かりやすく説明し、利用者

等の理解を得ている 

8 7 1    0 ・特になし 
 
 
 
 
 

・納得していただけるまで丁寧に説

明を行っている ［具体的な状況・取組内容］ 

・理解不足があるケースでは管理者やケ

アマネが時間をかけて個別で説明してい

る。 
・病気によっては繰り返し説明しても全

てのご利用者様が理解することは難し

い。 
・自宅で必要な医療ケアがあれば主義を

確認している。 

・困ったことがあれば相談できるよう対

応している。 

24 ¡ 利用者等が行う医療処置や

医療機器の取り扱い方法、家

族等が行うケアの提供方法

等について、分かりやすく説

明し、利用者等の理解を得て

いる 

11 5 0   0 ・特になし 
 
 

・在宅での介護屋医療処置について

の不安がないか、手技はどうか訪問

時に確認をしている 
［具体的な状況・取組内容］ 

・在宅で必要なケアは訪問などを行い繰

り返し指導し支援している。 
・すべてのご利用者様が理解することは

病気により難しい。 
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番
号 

評価項目 

事業所自己評価 
運営推進会議における 

意見等 

評価の視点・ 

評価にあたっての補足 
よく 

できて 

いる 

おおよそ 

できてい

る 

あまりで

きていな

い 

全く 

できていな

い 

③ 重度化した場合や終末期における対応方針の、利用者等との相談と共有  
25 ¡ 利用者本人（意思の決定・表

示ができない場合は家族等）

の希望や意向を把握し、サー

ビスの提供に反映している 

11 5 0    0 ・特になし 
 
 
 
 
 

・利用者本人、家族の意見を十分に

傾聴し希望するサービスが遂行で

きるように主治医とも情報共有し

ている 
・いつでも変更可能であり見直しを

行っている 

［具体的な状況・取組内容］ 

・本人、家族と話し合い連絡を取り合い

希望や意向を把握して確認しながらサー

ビス提供に反映している。 
・主治医を始め関係機関と共有しサービ

ス提供に反映している。 
・必要時には見直しがされている。 
 

26 ¡ 在宅生活の継続の可否を検

討すべき状況を予め想定し、

その際の対応方針等につい

て、利用者等と相談・共有す

ることができている 

8 8 0   0 ・特になし 
 
 
 
 
 

・今後起こり得ることへの予測・検

討・相談しやすい環境つくりを行っ

ている 
・本人家族の希望に添える努力をし

ている 

［具体的な状況・取組内容］ 

・本人の意向を把握し対応策を検討して

いる。 
・早め早めの対策を講じご利用者様や家

族と共有することで不安の軽減を行って

いる。 
 
 
 
 

27 ¡ 終末期ケアにおいて、利用者 11 5 0   0 ・特になし ・医師の説明のもと不安なく最期を
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番
号 

評価項目 

事業所自己評価 
運営推進会議における 

意見等 

評価の視点・ 

評価にあたっての補足 
よく 

できて 

いる 

おおよそ 

できてい

る 

あまりで

きていな

い 

全く 

できていな

い 

等に適切な時期を見計らっ

て、予後および死までの経過

を丁寧に説明し、説明した内

容や利用者等の意向等を記

録として残している 
 

［具体的な状況・取組内容］ 

・終末期ケアについては不安なく最期を

看取れるように傾聴し記録をしている。 
・主治医の診察、予後予測から家族の意

向を確認し記録している。 
・ACP の活用、状態変化に伴うプランの

変更を実施し記録されている。 
 
 
 
 
 

 
 
 

 

・特になし 

 

迎えられるように記録をしている 

２．多機関・多職種との連携  

（１） 病院・施設等との連携による円滑で切れ目のないケアの提供  

① 病院・施設等との連携や情報共有等による、在宅生活への円滑な移行  

28 

 
¡ 病院・施設等との連携・情報

共有等により、病院・施設等

からの、利用者の円滑な在宅

生活への移行を支援してい

る 

12 4 0    0 ・退院の許可はでても受け入

れる家族には不安がある。 
ふくふくの方で受け入れ、キ

ャッチをしっかりしてくれて

いる。 
・新規の依頼は病院からが多

いのですか？ 
 
 

・病院から直の依頼を受けていま

す。往診医からも依頼あります。 
・主治医・薬剤師など多職種の連携

は常に行っており在宅生活の不安

が無いようにきめ細やかに支援し

ている 
・不安なく在宅に移行できるように

医療機関とも十分に情報共有して

いる 

［具体的な状況・取組内容］ 

・退院前カンファレンスには必ず参加し

病院との連携が取れ円滑な在宅生活の移

行ができている。 
・退院後も必要時には病院 MSW などと

連携している。 
・ケースによっては自宅退院前に宿泊し

て様子の確認を行い在宅復帰する配慮が
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番
号 

評価項目 

事業所自己評価 
運営推進会議における 

意見等 

評価の視点・ 

評価にあたっての補足 
よく 

できて 

いる 

おおよそ 

できてい

る 

あまりで

きていな

い 

全く 

できていな

い 

ある。 
 
 
 

 
 

② 入院・入所の可能性がある利用者についての、主治医等との対応方針の共有  
29 ¡ すべての利用者について、緊

急時の対応方針等を、主治医

等と相談・共有することがで

きている 

  8   8   0   0 ・特になし 
 
 
 
 

すべての利用者の主治医より訪問

看護指示書を頂き毎月報告書を提

出している 
［具体的な状況・取組内容］ 

・すべての主治医が誰であるかの把握が

できていなかった。 
・ご利用者様の緊急時の連絡先、主治医

がすぐにわかるようケアプランにも記載

がある。 
・緊急時の対応方針が相談、共有されて

いる。 
・指示書を元に方針を確認共有している。 
 

③ 地域の医療機関等との連携による、急変時・休日夜間等に対応可能な体制の構築  

30 ¡ 地域の医療機関等との連携

により、休日夜間等を含め

て、すべての利用者につい

て、急変時に即座に対応が可

能な体制が構築されている 
 
 

  12   4   0   0 ・24 時間緊急時対応してもら

えるのは本人、家族にとって

安心できると思います。 
 
 
 
 

・24 時間緊急時に対応できるよう

に体制つくりをしている ［具体的な状況・取組内容］ 

・緊急時には主治医より支持を頂け、対

応できる体制づくりができている。 
・24 時間緊急時に対応できる体制をとっ

ている。 
・緊急時に対応できるようファイルに記
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番
号 

評価項目 

事業所自己評価 
運営推進会議における 

意見等 

評価の視点・ 

評価にあたっての補足 
よく 

できて 

いる 

おおよそ 

できてい

る 

あまりで

きていな

い 

全く 

できていな

い 

入されている。 
 
 
 

（２） 多職種との連携体制の構築  
① 運営推進会議等における、利用者のために必要となる包括的なサポートについての、多職種による検討  

31 ¡ 運営推進会議等において、利

用者のために必要と考えら

れる包括的なサポートにつ

いて、民生委員・地域包括支

援センター・市区町村職員等

への情報提供や提案が行わ

れている 

  10   5   0   0 ・毎回、有意義な話し合いが

出来ていると思います。 
 
 
 
 
 
 
 

・包括支援センター職員・町内会

長・民生委員の方々に出席していた

だき様々な情報提供や提案が行わ

れている 

［具体的な状況・取組内容］ 

・定期的な開催が実施され情報共有でき

ている。 
・町内会長、民生委員、地域包括支援セ

ンター、地域に知見を有する運営者様の

出席があり情報提供が行われている。 
・朝のミーティングで内容の報告がある。 
 

３．誰でも安心して暮らせるまちづくりへの参画  

（１） 地域への積極的な情報発信及び提案  

① サービスの概要及び効果等の、地域に向けた積極的な情報の発信   

32 ¡ 運営推進会議の記録につい

て、誰でも見ることができる

ような方法での情報発信が、

迅速に行われている 
 
 

  12   3   1   0 ・会議での内容が職員に周知

されている。地域の情報を共

有できると思うのでいい事

だと思います。 
・包括内でも運営推進会議の

内容は周知しています。 

・会議後に報告書を作成しファイリ

ングして回覧できるようにしてい

る。また翌日のミーティングで会議

の内容を報告している 

［具体的な状況・取組内容］ 

・議事録はファイルしてあり誰でも見る

ことができるようにしている。 
・会議での内容はミーティングで報告が

行われている。 
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番
号 

評価項目 

事業所自己評価 
運営推進会議における 

意見等 

評価の視点・ 

評価にあたっての補足 
よく 

できて 

いる 

おおよそ 

できてい

る 

あまりで

きていな

い 

全く 

できていな

い 

・閲覧できるようになっているが見たこ

とがない。 
 

 
 
 
 
 
 

33 ¡ サービスの概要や地域にお

いて果たす役割等について、

正しい理解を広めるため、地

域住民向けの積極的な啓発

活動が行われている 

  2   6   7   1 ・防災訓練に参加して頂けた

のはありがたかったです。ま

た、コロナの影響で地域の子

供たちとの交流ができなく

なり残念でしたが今回は敬

老の日に子供たちの手作り

メッセージカードをお届け

する事が出来て喜んでいた

だけたのでお互いに嬉しい

交流となりました。 
 
 
 
 
 
 

・ZOOM を利用した会議の参加や

緊急事態宣言解除中に病院での事

例八表を行い看護小規模多機能の

特徴をアピールできた 
・地域の防災訓練に参加し地震体験

車に乗り体験することで、実際に災

害が起きた時の様子をイメージす

ることができた 

［具体的な状況・取組内容］ 

・コロナウィルスの影響もありあまり行

えていない。 
・地域の防災訓練へ参加している。 
・病院での事例発表に参加し啓発活動を

行った。 
・ボランティアの方々に協力していただ

き情報発信している。 
 

（２） 医療ニーズの高い利用者の在宅での療養生活を支える、地域拠点としての機能の発揮  
① 看護小規模多機能型居宅介護事業所の登録者以外を含む、地域への訪問看護の積極的な提供  
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番
号 

評価項目 

事業所自己評価 
運営推進会議における 

意見等 

評価の視点・ 

評価にあたっての補足 
よく 

できて 

いる 

おおよそ 

できてい

る 

あまりで

きていな

い 

全く 

できていな

い 

34 ¡ 看護小規模多機能型居宅介

護事業所の登録者以外を対

象とした訪問看護を積極的

に実施している 

2 4 1 9 ・特になし 
 
 
 
 
 

・地域住民の方からの依頼は積極的

に受けたいが、現状は看護師体制が

事業所利用者以外に対応すること

が困難である 
看護体制を整えられるように努め

ていく 

［具体的な状況・取組内容］ 

・依頼がなく実施できていない。 
・登録者以外は現在対応できていない。 
 
 
 

② 医療ニーズの高い要介護者の積極的な受け入れ  
35 

 

¡ 「たん吸引」を必要とする要

介護者を受け入れることが

できる体制が整っており、積

極的に受け入れている 

15 1 0   0 ・痰吸引の資格取得を積極的

に行っており医療依存度が

高い方を受け入れている事

は素晴らしい事だと思いま

す。 
 
 
 
 
 
 
 
 

・吸引器は十分な台数を用意し対応

できるようにしている。充電式の吸

引器も 2 台あり停電時にも不安な

く対応できる 
・医療依存度が高い利用者でも対応

できる職員が多く在籍している 

［具体的な状況・取組内容］ 

・法人として積極的に資格取得を勧めて

いる。 
・受け入れ態勢が取れている。 
・資格を持ったスタッフが多く体制が整

っている。 
 
 
 
 

36 ¡ 「人工呼吸器」を必要とする   13   3   0   0 ・現在、人工呼吸の方はいる ・利用者・家族が安心出来きるよう
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番
号 

評価項目 

事業所自己評価 
運営推進会議における 

意見等 

評価の視点・ 

評価にあたっての補足 
よく 

できて 

いる 

おおよそ 

できてい

る 

あまりで

きていな

い 

全く 

できていな

い 

要介護者を受け入れること

ができる体制が整っており、

積極的に受け入れている 
 
 
 

［具体的な状況・取組内容］ 

・人工呼吸器使用中のご利用者様を受け

入れるため研修を行った。 

・研修を通してスタッフの意思の統一が

図れた。 

・人工呼吸器を使用していても安心して

送迎が行える支援をしている。 

・宿泊時もご利用いただけるよう看護師

からの指導がある。 

 

のですか？ に研修を行い、夜間対応時には細か

な不安が生じた際にも看護師にい

つでも連絡しやすい体制を取った。 
・送迎時にも看護師が同乗し安全に

配慮している 

37 ¡ 「看取り支援」を必要とする

要介護者を受け入れること

ができる体制が整っており、

積極的に受け入れている 
 
 

  15    1   0    0 ・特になし 

 

 

 

 

 

・看取りに対する職員の意識が高く

事業所の役割を理解している 
・主治医・看護・介護職と連携が取

れる体制にあり積極的に受け入れ

ている 

［具体的な状況・取組内容］ 

・ご本人様、ご家族様の意向を充分に伺

い安心して支援している。 

・医療機関、家族との連携が可能な体制

ができている。 

・急変時にも対応が可能である。 

 

 

 

 

 

（３） 地域包括ケアシステムの構築に向けての、まちづくりへの参画  
① 行政の地域包括ケアシステム構築に係る方針や計画の理解  
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番
号 

評価項目 

事業所自己評価 
運営推進会議における 

意見等 

評価の視点・ 

評価にあたっての補足 
よく 

できて 

いる 

おおよそ 

できてい

る 

あまりで

きていな

い 

全く 

できていな

い 

38 ¡ 管理者および職員が、行政が

介護保険事業計画等で掲げ

ている、地域包括ケアシステ

ムの構築方針や計画の内容

等について理解している 

6 8 2    0 ・社会資源として医療依存度

が高い方の受入れや自宅で

過ごしていく為に手厚い介

護を提供されており地域と

の関わりも素晴らしいと思

います。 

 
 
 
 
 

 

・地域包括ケアの重要性をミーティ

ングや研修等で説明している 

［具体的な状況・取組内容］ 

・管理者が研修に参加し理解に努めてい

る。 
・看護小規模多機能型サービスが地域役

割について理解しており、地域包括ケア

システムの取り組みについて理解してい

る。 
・社外研修を通りして意識できている。 
 

② サービス提供における、（特定の建物等に限定しない）地域への展開  

39 ¡ サービスの提供エリアにつ

いて、特定の集合住宅等に限

定せず、地域に対して積極的

にサービスを提供している 

13 3 0    0 ・特になし 

 
 
 
 
 
 
 

・金沢区内全域でのサービスを提供

している 
［具体的な状況・取組内容］ 

・特定の集合住宅に限定せずサービス提

供エリア内の積極的な受け入れをしてい

る。 
・地域に対して広く積極的なサービス提

供をしている。 
 
 
 
 

③ 安心して暮らせるまちづくりに向けた、関係者等への積極的な課題提起、改善策の検討等  
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番
号 

評価項目 

事業所自己評価 
運営推進会議における 

意見等 

評価の視点・ 

評価にあたっての補足 
よく 

できて 

いる 

おおよそ 

できてい

る 

あまりで

きていな

い 

全く 

できていな

い 

40 ¡ 介護・看護の観点から、地域

の関係者に対し、必要に応じ

て課題提起や改善策の提案

等が行われている 

6 8 2    0 ・特になし 

 
 
 
 
 

・必要時応じてボランティアの方々

やインフォーマルなサービスに結

び付けている 

［具体的な状況・取組内容］ 

・「SOS ネットワーク」「認知症サポータ

ー」等の習得を行っている。 
・運営推進会議などにより取り組みが行

われている。 
・災害時の地域支援体制の確認を行って

いる。 
・地域に対して課題提起や改善策はあま

りされていない。 
・地域のボランティアと活動ができてい

る。 
41 ¡ 家族等や近隣住民などに対

し、その介護力の引き出しや

向上のための具体的な取組

等が行われている 

2 11 3    0 ・特になし 

 

 

 

 

 

・家族の依頼があれば柔軟に対応し

指導を行っている。自宅で主義の確

認相談も行っている 
［具体的な状況・取組内容］ 

・家族の介護技術など継続的に行ってい

る。 

・電話や訪問などで生活上の悩みを伝え

てもらえる環境を整え介護力の引き出し

や向上に繋げている。 

・近隣住民には取り組めていない。 

・住環境などの整備で転倒予防に繋げて

いる。 
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番

号 
評価項目 事業所自己評価 

運営推進会議における 

意見等 

評価の視点・ 

評価にあたっての補足 

Ⅲ 結果評価  
① 計画目標の達成  

42 ¡ サービスの導入により、利用

者ごとの計画目標が達成さ

れている 

１．ほぼ全ての利用者について、達成され

ている（6 人） 
２．利用者の２/３くらいについて、達成さ

れている（10 人） 
３．利用者の１/３くらいについて、達成さ

れている 
４．利用者の１/３には満たない 

・特になし 
 
 
 
 

・利用者家族の状況変化に対応し目標

達成できるように支援している 

［具体的な状況・取組内容］ 

・状態に応じてサービス提供内容を変更

し迅速かつ的確な対応ができている。 
・各利用者の計画目標が理解できていな

い。 
・サービスを組み合わせて計画目標が達

成されている。 
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番

号 
評価項目 事業所自己評価 

運営推進会議における 

意見等 

評価の視点・ 

評価にあたっての補足 

② 在宅での療養生活の継続に対する安心感  
43 ¡ サービスの導入により、利用

者およびその家族等におい

て、医療が必要な状況下にお

いての在宅での療養生活の

継続に対し、安心感が得られ

ている 
 

 

１．ほぼ全ての利用者について、達成され

ている（10 人） 
２．利用者の２/３くらいについて、達成さ

れている（６人） 
３．利用者の１/３くらいについて、達成さ

れている 
４．利用者の１/３には満たない 

・特になし 

 

 

 

 

・医療ニーズの高い利用者家族でも安

心して在宅生活が送れるよう支援し

ている 
・多職種で連携が取れており安心感に

つながっている 

［具体的な状況・取組内容］ 

・医療連携により在宅生活が安定して行

えるよう継続した支援が行えている。 

・重複した医療行為のある方や認知症の

ある独居の方の在宅支援の対応ができて

いる。 

・いつでも連絡の取れる体制で安心感を

持って頂けている。 

 

44 ¡ サービスの導入により、在宅

での看取りを希望する利用

者およびその家族等におい

て、在宅での看取りに対する

安心感が得られている 

１．ほぼ全ての利用者について、達成され

ている（11 人） 
２．利用者の２/３くらいについて、達成さ

れている（5 人） 
３．利用者の１/３くらいについて、達成さ

れている 
４．利用者の１/３には満たない 
５．看取りの希望者はいない 

・特になし 
 
 
 
 

・自宅に居るような雰囲気で安心して

過ごしていただけるように努めてい

る 
・看取りの不安が軽減するよう家族に

寄り添い、自宅での看取りが困難な場

合は事業所を利用していただき、希望
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番

号 
評価項目 事業所自己評価 

運営推進会議における 

意見等 

評価の視点・ 

評価にあたっての補足 

［具体的な状況・取組内容］ 

・多職種間の連携が取れ安心して最後ま

でご利用いただけている。 
・急変時は看護師より説明があり安心感

して過ごしていただけている。 
・今までのお看取りのご家族から多くの

感謝の言葉を頂いている。 

に沿い家族の付き添いも行っている 

 


